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平
成
２０
年
度
よ
り
、
高
等
学

校
・
中
学
校
の
制
服
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。
長
年
慣
れ
親
し

ま
れ
て
き
た
制
服
で
す
の
で
、

卒
業
生
の
方
に
と
っ
て
は
、
な

つ
か
し
い
思
い
出
の
あ
る
制
服

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
学
園

が
今
年
で
創
立
１
２
０
周
年
を

迎
え
る
の
を
機
会
に
、「
新
た
な

る
出
発
」
を
記
念
し
て
変
更
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
新

し
い
制
服
は
相
愛
高
・
中
学
校

が
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
「
清

楚
さ
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
う

こ
と
の
な
い
形
で
制
定
い
た
し

ま
し
た
。
従
来
の
制
服
の
生
地

は
制
定
当
時
か
ら
の
素
材
で
し

た
が
、
今
回
の
生
地
は
御
幸
毛

織
の
素
材
に
変
更
し
、
軽
く
て

着
や
す
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

現
代
生
活
に
合
っ
た
機
能
的
な

立
体
裁
断
に
変
更
し
、
従
来
の

も
の
よ
り
一
層
体
に
フ
ィ
ッ
ト

し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
ブ

ラ
ウ
ス
は
肌
が
透
け
て
見
え
な

い
透
け
防
止
素
材
の
生
地
に
変

更
し
、
デ
ザ
イ
ン
も
一
新
し
、

清
楚
さ
、
か
わ
い
ら
し
さ
を
強

調
し
た
も
の
に
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
、

制
服
以
外
に
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し

て
落
ち
着
い
た
チ
ェ
ッ
ク
の
ス

カ
ー
ト
、リ
ボ
ン
、紺
靴
下
等
を

採
用
し
た
こ
と
で
す
。制
服
を
着

用
す
る
の
は
基
本
で
す
が
、日
常

の
学
校
生
活
の
中
で
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
を
楽
し
め
る
よ
う
に

い
た
し
ま
し
た
。
オ
プ
シ
ョ
ン

を
導
入
し
た
か
ら
と
い
っ
て
す

べ
て
が
自
由
に
な
る
の
で
は
な

く
、
式
典
や
法
要
の
時
な
ど
、

必
ず
基
本
の
制
服
を
着
用
せ
ね

ば
な
ら
な
い
時
を
定
め
、
相
愛

高
・
中
が
大
切
に
し
て
き
ま
し

た「
清
楚
さ
」を
損
わ
な
い
よ
う
、

充
分
に
指
導
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
制
服
変

更
の
件
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�
６
面
に
新
制
服
と
中
高
オ
プ

シ
ョ
ン
の
写
真
（
相
愛
高
等
学

校
・
中
学
校
校
長

冨
田
健
治
）



総
事
業
費
は
約
５
億
円
を
見
込
み
、

募
金
目
標
額
は
２
億
円
で
す
。
２
年
間

に
わ
た
る
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業

は
、
相
愛
学
園
全
体
に
か
か
わ
る
も
の

で
す
。

現
在
、
引
き
続
き
検
討
中
の
事
業
も

あ
り
ま
す
が
、
相
愛
を
さ
ら
に
光
り
輝

く
未
来
に
導
く
た
め
の
起
点
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
連
携
・
協
力
を
推
し
進
め

な
が
ら
、
事
業
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

新
教
育
環
境

本
町
キ
ャ
ン
パ
ス
敬
愛
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

現
在
の
学
習
環
境
の
改
善
と
、
未
来
に
向
け
た
本
町
キ

ャ
ン
パ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
誘
発
す
る
多

様
性
に
富
ん
だ
空
間
を
創
造
す
る
た
め
、
敬
愛
館
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

国
際
展
開

相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演

西
洋
音
楽
の
原
点
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
相
愛
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
公
演
を
行
い
、
真
価
を
問
い
ま
す
。

学
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
公
開
講
座

歴
史
・
文
学
・
宗
教
を
中
心
に
、
講
演
会
シ
リ
ー
ズ
を

開
催
し
ま
す
。

音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
・
各
種
演
奏
会

交
響
讃
歌
「
親
鸞
」
の
演
奏
を
メ
ー
ン
に
据
え
、
オ
ペ

ラ
公
演
や
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
１
２
０
の
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
会
の
開
催
を
目
指
し
ま
す
。

記
念
誌

記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作

「
あ
な
た
に
と
っ
て
『
相
愛
と
は
』
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ

に
、『
相
愛
』
の
教
え
と
、
そ
こ
で
学
ん
だ
『
人
』
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
映
像
で
「
１
２
０
年
目
の
相
愛
学
園
―
伝

統
・
変
革
・
挑
戦
―
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
ま
す
。

記
念
式
典

創
立
１
２
０
周
年
記
念
法
要
と「
よ
ろ
こ
び
の
歌
」公
募

創
立
記
念
日
１０
月
１４
日
に
記
念
法
要
及
び
祝
賀
会
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
記
念
式
典
で
演
奏
さ
れ
る
「
よ
ろ
こ
び

の
歌
」（
無
伴
奏
女
性
合
唱
曲
）
を
本
学
在
校
生
及
び
同
窓

生
対
象
に
公
募
し
て
い
ま
す
。

従
来
に
比
べ
る
と
ガ
ソ
リ
ン
が
大
幅

に
値
上
が
り
し
て
い
る
こ
と
は
皆
さ
ん

も
よ
く
ご
存
知
だ
ろ
う
。
値
上
が
り
し

て
い
る
の
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
小

麦
や
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
い
っ
た

穀
物
価
格
、
鉄
鉱
石
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
金
属
鉱
石
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
一

次
産
品
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
の
だ
。

従
っ
て
、こ
れ
ら
を
使
う
パ
ン
や
納
豆
、

さ
ら
に
飼
料
の
値
上
が
り
で
牛
乳
な
ど

の
乳
製
品
も
す
で
に
値
上
が
り
し
て
い

る
。
今
春
か
ら
は
鉄
を
使
う
家
電
製
品

や
自
動
車
な
ど
も
値
上
が
り
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
態
の
背
景
に
は
、
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
ｓ
（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン

ド
、
中
国
）
を
中
心
と
す
る
発
展
途
上

諸
国
の
経
済
成
長
が
著
し
く
、
そ
う
し

た
諸
国
が
各
種
の
資
源
を
大
量
に
需
要

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ

る
の
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
世

界
の
物
流
構
造
が
様
変
わ
り
と
な
り
、

船
舶
不
足
が
起
き
て
い
る
。
だ
か
ら
、

商
船
会
社
や
造
船
会
社
は
大
忙
し
の
状

態
が
続
い
て
い
る
。

値
上
が
り
の
背
景
に
こ
う
し
た
世
界

的
な
需
給
構
造
の
変
化
が
あ
る
の
は
間

違
い
な
い
の
だ
が
、
同
時
に
、
急
激
な

ド
ル
離
れ
の
動
き
を
映
し
出
し
て
い
る

こ
と
に
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。米

ド
ル
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

世
界
の
基
軸
通
貨
と
し
て
国
際
決
済
の

主
役
を
担
い
続
け
て
き
た
。
だ
が
最
近

の
２５
年
間
は
、
巨
大
な
財
政
赤
字
と
経

常
収
支
赤
字（
い
わ
ゆ
る
双
子
の
赤
字
）

を
抱
え
て
、
い
つ
破
綻
す
る
か
と
い
う

こ
と
が
懸
念
さ
れ
続
け
て
い
た
。
そ
れ

が
、
昨
年
来
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に

象
徴
さ
れ
る
不
良
債
権
問
題
の
表
面
化

に
よ
っ
て
一
気
に
加
速
し
始
め
た
の
だ
。

ア
メ
リ
カ
の
経
済
・
金
融
に
対
す
る
信

用
が
崩
れ
、
こ
れ
ま
で
ド
ル
で
運
用
し

て
い
た
投
資
家
達
が
競
っ
て
石
油
や
穀

物
な
ど
の
実
物
投
資
へ
と
切
り
替
え
を

始
め
て
い
る
。
こ
う
な
る
と
、
ド
ル
離

れ
・
ド
ル
安
に
は
な
か
な
か
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
。
中
に
は
、
１
ド
ル
�
４

円
ま
で
ド
ル
安
が
進
む
な
ど
と
極
論
を

言
う
学
者
も
い
る
ほ
ど
だ
。

ど
う
や
ら
、
ド
ル
体
制
と
言
わ
れ
た

戦
後
世
界
経
済
の
枠
組
み
が
崩
壊
す
る

と
い
う
、
大
き
な
歴
史
的
曲
が
り
角
に

差
し
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
学
長

�
橋
乘
宣
）

�大学
人文学部
准教授
�人間学、身体
論、日本思想特
殊講義、人間心
理学演習、雅楽
実習（音楽学部）
�芸術鑑賞、美酒美食、水泳
�聖なるものを敬い、己の生き方を
問い、芸術に悦ぶ。そのような人間
の根本的な諸々の営みを皆さんと一
緒に考察していきたいと思います。

�大学
人間発達学部
子ども発達学
科
准教授
�障害児教育、
障害児保育、障
害児保育指導法、障害児指導法演習
�旅行、水泳
�長い間、現場にいたのでその経験
が私の原点です。楽しくて、解かり
易くて、ためになる授業をしたいと
考えています。

�大学
人間発達学部
発達栄養学科
講師
�学校栄養教育
論Ａ、給食経営
管理実習、ベー
シックセミナーＢ、管理栄養総合演
習、臨地実習Ｄ
�卓球、読書、映画鑑賞
�やる気、勇気、元気の三つの気を
大切にし、学生の皆さんと共に、豊
かな学びを創造していきたいと思い
ます。

�高等学校・中
学校
副校長
�身体を動かす
こと、園芸
�「日々是好日」
が私のモットー
です。１２０年の伝統を受継ぎながら、
皆様と共に新しい学校創りに邁進し
ます。

�高等学校・中
学校
常勤講師
�国語
�ウィンドウシ
ョッピング、な
らまちカフェ巡
り
�「相手を思いやって行動する」「１００
％を目指す」ことが私の目標です。
これから皆さんとご一緒にお勉強し
ていきたく存じます。どうぞ宜しく
お願い致します。

�事務局職員
�総務課
�一人旅
�在学生皆さん
がよりよい環境
で学ぶことがで
きるように尽力
してまいりますので、宜しくお願い
致します。

１２０周年記念公開講座 【人文学部】
テ ー マ：「宗教・文学・歴史」
期 間：２００８年１０月～２００９年１月／全８回（受講無料、申込不要）
日 時：各土曜日午後２時から３時半
場 所：南港学舎 Ｒ４０１教室
そ の 他：全講座出席の方に修了証をお渡しします

講師・講演題名
本多至成（本学教授）シルクロードの菩薩経典
砂川 博（本学教授）中世祖師伝絵巻の世界 ―一遍聖絵を読む―
孫 久富（本学教授）万葉集の美しさ ―中国古代詩と比較して―
鈴木徳男（本学教授）歌集の世界 ―『定家八代抄』を読む―
山本幸男（本学教授）奈良時代の天皇と仏教
山本和明（本学教授）十九世紀の旅路 ―江戸小説の描く世界―
嘉戸一将（本学講師）明治憲法体制における道徳と理性
呉谷充利（本学教授）異国情調の近代 ―大阪再発見―

１２０周年記念シンポジウム
期 日：２００８年１１月１５日（土）午後１時半から４時半
場 所：本町学舎講堂（参加無料、申込等はホームページで）
基 調 講 演：鎌田實氏（医師、諏訪中央病院名誉院長）

「あきらめない―高齢化社会をどう生きる―」
シンポジウム：テーマ「高齢化社会をどう生きる」
パネリスト：Ｒ．ナカソネ氏（スタンフォード大学）

釈徹宗氏（兵庫大学）他
司 会：藤谷忠昭（本学准教授）

１２０周年記念講演会【人文学部人間心理学科】
テ ー マ：日米の高齢者問題
期 日：１１月１７日（月） 午後１時２０分から４時
場 所：南港学舎南港ホール（受講無料、申込不要）
講 師：マルタ・グリューゼン氏（スタンフォード大学老人学研究所准教授）

１０月１８日
１１月１日
１１月８日
１１月２２日
１１月２９日
１２月６日
１２月１３日

２００９年１月１０日

１２０周年記念公開講座【人間発達学部】
テ ー マ：「２１世紀を生きる 環境・共育・共生」
期 間：２００８年５月～１２月 ／ 全８回（受講無料、申込不要）
日 時：第２土曜日（８月は第１土曜日） 午後１時半から３時
場 所：南港学舎 厚生館 Ｓ３０７教室 （９月、１１月はＣ１１２）
そ の 他：全講座出席の方に修了証をお渡しします。

【日程表】

心をつなごう�子ども・若者・中高年
岩堂美智子（大阪市立大学名誉教授 本学教授）

しなやかな心を育てよう
塩見 邦雄（兵庫教育大学名誉教授 本学教授）

人に慣れる、そして人に成る
駒沢 勝（小児科医）

食物連鎖 ―日本の食文化のなかでの食育―
中村 日吉（元大阪市環境保健局保健部長 元本学非常勤講師）

食の安全と食環境 ―消費者の課題―
山口 英昌（元大阪市立大学教授 美作大学大学院教授）

子どもの成長に食育をどう活かすか ―心身の自己管理能力と社会性の育成をめざして―
丸谷 宣子（神戸大学名誉教授 本学教授）

「おおさかの食」と健康
多門 隆子（元大阪府健康福祉部課長補佐 本学准教授）

和ごころ ―一期一会おもてなしの心―
徳光 正子（花外楼女将）

５月１０日

６月１４日

７月１２日

８月２日

９月１３日

１０月１１日

１１月８日

１２月１３日

今
年
度
の
１
２
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

�２�

学
長
の

経
済
談
義

鎌田實氏

ド
ル
離
れ
、
値
上
げ
招
く

小野 真（おの まこと）

加藤 章三（かとう しょうぞう）

�所属・職名 �趣味
�担当科目または配属部署 �抱負・モットー

細川 速見（ほそかわ はやみ）

池嶋 香美（いけじま よしみ）

並河信太郎（なみかわ しんたろう）

藤井 良（ふじい りょう）

22008年4月25日
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�橋学長（左）から証書を受け取る学科
代表の卒業生

３
月
１８
日（
火
）、
大
谷
紀
美

子
名
誉
学
園
長
の
ご
臨
席

の
も
と
、
平
成
１９
年
度
相

愛
大
学
卒
業
証
書
授
与
式

が
南
港
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ

れ
、
音
楽
専
攻
科
４
人
、

音
楽
学
部
１
１
５
人
、
人

文
学
部
２
１
１
人
が
修
了

証
書
・
卒
業
証
書
を
受
け

取
り
ま
し
た
。
式
で
は
、

各
学
科
の
代
表
が
�
橋
乘

宣
学
長
か
ら
卒
業
証
書
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
�
橋

学
長
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
釈

尊
の
説
か
れ
た
自
灯
明
・
法
灯

明
の
ご
と
く
、
人
間
の
生

き
方
に
お
け
る
真
理
を
自

ら
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

生
き
て
い
き
な
さ
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
卒
業
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
同
日
午

後
７
時
か
ら
帝
国
ホ
テ
ル

大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
た
ち
は
、
学
生
生

活
最
後
の
時
間
を
惜
し
む

か
の
よ
う
に
、
歓
談
し
た

り
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り

し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

留
学
生
を
代
表
し
て
挨
拶
す
る
全
慶
輝
さ
ん

桜
が
満
開
の
４
月
４
日

（
金
）、
相
愛
大
学
で
は
午
前
は

音
楽
学
部
・
人
間
発
達
学
部
・

音
楽
専
攻
科
の
新
入
生
３
２
３

人
、
午
後
か
ら
は
人
文
学
部
２

０
８
人（
留
学
生
５０
人
を
含
む
）

が
集
ま
り
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

演
奏
す
る
南
港
ホ
ー
ル
で
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�
橋
乘

宣
学
長
は
式
辞
で
「
建
学
の
精

神
で
あ
る
『
當
相
敬
愛
』
を
理

解
し
実
践
す
れ
ば
、
大
変
厳
し

い
現
在
の
時
代
の
風
を
真
正
面

か
ら
受
け
止
め
て
、
元
気
に
羽

ば
た
け
る
」
と
呼
び
か
け
、
こ

れ
に
応
え
た
新
入
生
代
表
が「
幅

広
い
教
養
を
身
に
つ
け
意
義
あ

る
学
生
生
活
を
送
り
ま
す
」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
留
学
生
を
代
表
し
て
全

慶
輝
さ
ん
（
中
国
東
北
大
学
外

国
語
学
院
出
身
）
が
「
し
っ
か

り
勉
強
し
て
、
将
来
中
国
と
日

本
の
友
好
の
懸
け
橋
に
な
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
す

る
南
港
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
入
学
式

盛
り
上
が
っ
た
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

「
野
菜
は
明
日
を
元
気
に
生

き
る
あ
な
た
を
裏
切
ら
な
い
」

（
久
場
川
早
紀
さ
ん
作
）。
本
学

人
間
発
達
学
部
の
学
生
た
ち
が

居
酒
屋
の
テ
ー
ブ
ル
に
置
く

「
卓
上
啓
発
メ
モ
」
を
作
成
・

応
募
し
、
来
店
者
へ
積
極
的
な

野
菜
の
摂
取
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。こ

れ
は
、
大
阪
府
が
産
学
官

の
連
携
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

の
予
防
を
啓
発
す
る
、「
野
菜
で

メ
タ
ボ
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ｉ

ｎ

Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
」。本
学
人
間

発
達
学
部
発
達
栄
養
学
科
の
学

生
２０
人
が
、
野
菜
の
イ
ラ
ス
ト

な
ど
を
描
い
た
卓
上
啓
発
メ
モ

を
作
成
・
応
募
、
９
作
品
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
久
場

川
さ
ん
の
標
語
は
啓
発
ス
テ
ッ

カ
ー
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
は
、

比
較
的
食
生
活
に
無
関
心
に
な

り
が
ち
な
若
年
男
性
。
卓
上
啓

発
メ
モ
や
野
菜
摂
取
啓
発
バ
ナ

ー
ス
テ
ッ
カ
ー
は
府
内
の
居
酒

屋
チ
ェ
ー
ン
「
八
剣
伝
」「
居
心

伝
」
な
ど
８
店
舗
で
１
月
２８
日

（
月
）
か
ら
２
週
間
掲
示
さ
れ

ま
し
た
。

�大学
人間発達学部
発達栄養学科
講師
�調理実習Ｂ、
ベーシックセミ
ナーＢ、臨床栄
養学実習Ｂ
�旅行
�大きく育った樹木に囲まれた学舎
で、私自身も成長できるよう学生の
皆さんと共に学んでいきたいと思い
ます。

卓上啓発メモを示す本学の学生

平
成
１９
年
度
咲
く
や
こ
の

花
賞
（
大
阪
市
）
な
ど
に
大

学
音
楽
学
部
３
回
生
、
大
岡

仁
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

平
成
１９
年
度
咲
く
や
こ
の

花
賞（
音
楽
）、
平
成
１９
年
度

音
楽
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ

ブ
奨
励
賞
、
２
０
０
７
年
度

青
山
音
楽
賞
新
人
賞

大
岡

仁

平
成
１９
年
度
全
日
本
学
生

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

（
毎
日
新
聞
社
）で
音
楽
教
室

小
学
６
年
生
、登
坂
理
利
子
さ

ん
が
２
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

バ
イ
オ
リ
ン
部
門
小
学
校

の
部
２
位

登
坂
理
利
子

第
７６
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
（
毎
日
新
聞
社

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
で
音
楽

教
室
高
校
２
年
生
、

藤
江
扶
紀
さ
ん
が
３

位
に
入
賞
ま
し
た
。

バ
イ
オ
リ
ン
部
門

３
位

藤
江

扶
紀

第
１３
回
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

国
際
学
生
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
高
校
３
年

生
、
久
貝
ひ
か
り
さ

ん
と
大
学
音
楽
学
部
１
回
生
、

柳
響
麗
さ
ん
が
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

Ａ
部
門

弦
楽
器
部
門

優
秀
賞
・
兵
庫
県
芸
術
文
化

協
会
賞

久
貝
ひ
か
り
（
バ

イ
オ
リ
ン
）

Ｂ
部
門

弦
楽
器
部
門

〃

柳

響
麗
（
バ
イ
オ
リ

ン
）

大岡仁さん

�大学
音楽学部
教授
�打楽器
�写真、料理
�伝統ある相愛
学園の一員に加
えていただき、身の引き締まる思い
です。音楽をとおし、自己発見、自
己確立、自己自立、を目指し、日々
楽しく、喜びをもって過ごせるよう
に共に学んでいきたいと思っていま
す。音を楽しもう�

作成された卓上啓発メモとステッカー

�内 節子（やぶうち せつこ）

中谷 満（なかたに みつる）

時代の風受け止めて
南港ホールで大学入学式

事
務
局
総
務
課

斐
品
貢
三
（
ひ
し
な
・
こ
う
ぞ
う
）
▽
事
務
局
教
務
課
（
留
学
生
セ
ン
タ
ー
）
高
本
千
恵
（
た
か
も
と
・
ち
え
）
�
２
月
１
日
付

野
菜
を
食
べ
て
ね
�

メ
タ
ボ
予
防
の
卓
上
啓
発
メ
モ

受賞

咲
く
や
こ
の
花
賞
に
大
岡
さ
ん

３
３
０
人
が
巣
立
つ

大
学
で
卒
業
式
・
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

真理をよりどころに

2008年4月25日3
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ト
ー
ン
ハ
レ
で
の
公
演

私
は
入
学
し
た
こ
ろ
か
ら�
教

師
に
な
り
た
い
�
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
一
般
的
な
就
職
活
動

は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す

の
で
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

は
で
き
な
い
の
で
す
が
、
前
向

き
に
社
会
へ
出
る
と
い
う
こ
と

に
向
き
合
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
面
接
、

出
会
っ
た
人
と
話
を
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
長
所
や
短
所
、
新

た
な
一
面
を
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
た
り
、
生
き
方
や
将
来
の

こ
と
な
ど
、
今
ま
で
考
え
る
こ

と
の
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
に
、

じ
っ
く
り
と
向
き
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

う
ま
く
い
か
ず
、
焦
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
就
職

課
の
方
や
色
々
な
人
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
自
分
を
し
っ
か

り
と
見
つ
め
、
社
会
に
お
け
る

自
分
の
良
さ
を
最
大
限
に
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
よ
う
に
、
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
ず
頑
張
っ
て

欲
し
い
で
す
。

自
分
自
身
が
�
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
た
�
と
思
え
る

よ
う
な
就
職
活
動
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
や
り
た
い
仕
事
が

あ
り
ま
す
か
。
私
は
特
に
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た
め
、た

く
さ
ん
の
業
種
の
企
業
説
明
会

に
足
を
運
び
ま
し
た
。
ど
の
会

社
も
魅
力
的
で
し
た
。
た
く
さ

ん
の
業
種
の
説
明
会
に
参
加
し
、

話
を
聞
き
、
知
識
も
付
き
、
仕

事
へ
の
意
欲
も
高
ま
り
ま
し
た
。

何
社
も
落
ち
ま
し
た
が
、
次
第

に
自
分
の
武
器
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
、
選
考
に
進
む
に
つ

れ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
は
予
定

で
い
っ
ぱ
い
で
充
実
し
て
い
ま

し
た
。
選
考
に
進
み
た
く
さ
ん

悩
み
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
業

種
、給
料
が
よ
す
ぎ
る
会
社
、誰

も
が
知
る
大
手
の
会
社
。
悩
ん

だ
末
、
足
を
運
ん
だ
の
が
就
職

課
で
す
。
私
の
甘
い
考
え
を
指

摘
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
ま
し
た
。
迷
い
な
く

自
分
が
進
む
道
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
身
近
に
頼
れ
る
就
職
課
が

あ
る
の
に
利
用
し
な
い
と
損
だ

と
思
い
ま
す
。
内
定
を
１
社
で

満
足
せ
ず
、
自
分
に
あ
わ
な
け

れ
ば
転
職
す
れ
ば
い
い
と
い
う

安
易
な
考
え
は
無
く
し
、
思
い

通
り
に
な
ら
な
い
日
も
続
く
で

し
ょ
う
が
、
悔
い
な
く
全
力
で

挑
ん
で
く
だ
さ
い
。
ラ
イ
バ
ル

は
多
い
で
す
が
自
分
を
活
か
し
、

成
長
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
勝

ち
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

トーンハレの外観

『
白
樺
サ
ロ
ン
』
創
刊
号

「
白
樺
サ
ロ
ン
の
会
」（
代
表
・
呉
谷
充
利
）

奈
良
高
畑
界
隈
に
残
さ
れ
た
遺
産
の
継
承
と

こ
の
文
化
の
発
展
を
願
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
白

樺
サ
ロ
ン
の
会
」
の
会
誌
創
刊
（
２
０
０
８
年

３
月
発
行
）、
定
価
１
０
０
０
円
。

『
教
育
実
践
心
理
学
』

塩
見
邦
雄
、
高
岡
昌
子
他
共
著

「
教
育
実
践
」
を
念
頭
に
お
い
た
教
育
心
理

学
の
本
で
、
教
育
に
携
わ
る
者
に
必
須
の
心
理

学
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ

出
版
、
２
０
０
８
年
４
月
１０
日
刊
）、
定
価
２
３

０
０
円
（
税
別
）。

『
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
事
典
』

山
下
昇
共
編
著

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
全
体
像
を

捉
え
た
世
界
初
の
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
文
学
総
合
事

典
。（
松
柏
社
、
２
０
０
８
年
１
月
刊
）、
定
価

１
万
２
０
０
０
円
（
税
別
）。

『G
rasped

by
the
B
uddha's

V
ow

（
仏

願
に
摂
取
さ
れ
て
、英
訳「
歎
異
抄
」解
説
付
き
）』

新
井
俊
一
著

親
鸞
聖
人
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る『
歎
異
抄
』

を
、
浄
土
真
宗
信
心
の
立
場
か
ら
新
し
く
英
訳

し
、
詳
細
な
解
説
を
つ
け
た
も
の
。
２
０
０
６

年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
バ
ー
ク
レ
イ
に
で
き

た
浄
土
真
宗
セ
ン
タ
ー
の
最
初
の
出
版
物
。

（BuddhistC
hurches

ofAm
erica,C

e
nter
for
BuddhistEducation

�
ア
メ
リ

カ
仏
教
会
仏
教
教
育
セ
ン
タ
ー
�
２
０
０
７
年

刊
）、
定
価
１６
・
９５
�
。

『G
raded

S
ight

S
inging

S
tudi

es

―「
視
唱

ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
」

初
心
者
か
ら
音
大
生
ま
で
―
』

赤
石
敏
夫
、
鈴
木
博
子
、
中
島
理
依
子
、
中
野

佳
代
子
、
山
本
京
子
、
粕
谷
育
子
著

視
唱
の
学
習
書
で
す
。
音
程
・
リ
ズ
ム
・
派

生
音
・
拍
子
・
調
性
な
ど
を
１０
の
段
階
に
分
け
、

そ
の
レ
ベ
ル
の
課
題
を
練
習
す
る
も
の
で
す
。

（
全
音
楽
譜
出
版
社
、
２
０
０
８
年
２
月
１５
日

刊
）、
定
価
１
８
０
０
円
（
税
別
）。

ベートーヴェンの生家の中庭でYoo―KyoungSuck さん（ロベルト・シューマン音楽大学）と協演

公演記録
２００８年４月１９日（土）２０時 トーンハレ・デュッセルドルフ
２００８年４月２３日（水）１９時３０分 ショパン・アカデミー大ホール
２００８年４月２６日（土）２０時３０分 ヴェルディ音楽院大ホール

指揮 尾高忠明
ピアノ Yoo―KyoungSuck（ロベルト・シューマン音楽大学）
ピアノ AqneszkaPrzemyk（ショパン・アカデミー）
ヴァイオリン AriannaDotto（ヴェルディ音楽院）
ヴィオラ DarijaKozlitina（ヴェルディ音楽院）

プログラム
Ｓ．ラフマニノフ 交響曲第二番ホ短調作品２７（４月１９、２３、２６日）
Ｓ．ラフマニノフ ピアノ協奏曲第二番ハ短調作品１８（４月１９、２３日）
Ｗ．Ａ．モーツァルト ヴァイオリンとヴィオラのための協奏

交響曲変ホ長調Ｋ．３６４（３２０ｄ）（４月２６日）

大
谷
紀
美
子
学
園
長
を
団
長

と
す
る
教
職
員
を
含
め
１
２
０

人
の
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
４

月
１５
日
に
南
港
ホ
ー
ル
で
壮
行

演
奏
会
を
行
い
、
翌
１６
日
に
出

発
、
２
週
間
に
亘
る
日
程
を
無

事
消
化
し
、
２９
日
に
帰
国
致
し

ま
し
た
。

相
愛
学
園
創
立
１
２
０
周
年

の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
準

備
を
始
め
て
２
年
余
り
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演

は
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
に
よ

っ
て
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計

画
段
階
か
ら
、
相
愛
大
学
と
交

流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
教
育

機
関
の
存
在
は
非
常
に
大
き
く
、

ホ
ー
ル
の
使
用
、
大
型
楽
器
の

借
用
、
宣
伝
・
集
客
等
な
ど
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
機
関
か

ら
推
薦
さ
れ
た
優
秀
な
ソ
リ
ス

ト
た
ち
と
の
共
演
は
、
素
晴
ら

し
い
国
際
交
流
の
場
と
な
り
、

相
愛
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も

貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
こ
と
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
初
の
公
演
地
、
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
音
楽

大
学
の
中
に
適
当
な
ホ
ー
ル
が

な
い
た
め
、
相
愛
大
学
と
ロ
ベ

ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
音
楽
大
学

の
共
催
に
よ
り
学
外
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
ラ
イ
ン
河
畔
に
建
つ

美
し
い
ホ
ー
ル
、
ト
ー
ン
ハ
レ

は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
シ
ュ

ー
マ
ン
も
指
揮
し
た
こ
と
の
あ

る
名
門
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

交
響
楽
団
の
本
拠
で
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
を
改
装
し
た
客
席
が

円
形
と
い
う
他
に
類
を
見
な
い

珍
し
い
形
態
の
大
き
な
ホ
ー
ル

で
、
あ
ま
り
評
判
の
良
く
な
か

っ
た
音
響
も
２
年
前
の
再
改
装

で
改
善
さ
れ
、モ
ダ
ン
な
内
装
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ロ
ビ
ー
等
、

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
は
印
象
的
で

し
た
。

相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
昨
秋

来
、
定
期
演
奏
会
「
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
の
夕
べ
」
で
今
回
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
取
り
上
げ
、
慎
重
か

つ
充
分
に
準
備
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
全

く
知
ら
れ
て
い
な
い
相
愛
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
会
に
果
た
し

て
聴
衆
は
集
ま
る
の
か
。
幸
い

こ
の
点
は
、
用
意
し
て
い
た
チ

ケ
ッ
ト
が
足
り
な
く
な
り
、
急

遽
、
追
加
す
る
と
い
う
予
想
外

の
う
れ
し
い
誤
算
が
あ
り
杞
憂

に
終
わ
り
ま
し
た
。

学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
、
数

多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
聴
衆
の

前
で
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
、現
地
の
人
々
と
の
交
流
、

ボ
ン
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ

ウ
ス
、
ケ
ル
ン
の
大
聖
堂
、
ワ

ル
シ
ャ
ワ
の
旧
市
街
地
、
ミ
ラ

ノ
の
大
聖
堂
、
ス
カ
ラ
座
等
を

見
学
し
た
こ
と
、
こ
れ
ら
す
べ

て
が
彼
ら
の
将
来
に
と
っ
て
極

め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
、
公

演
旅
行
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

現
に
当
た
っ
て
は
、
学
園
関
係

者
、
沙
羅
の
木
会
会
員
、
そ
の

他
、
紙
面
の
関
係
で
そ
れ
ぞ
れ

の
方
々
の
お
名
前
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
多
く
の

方
々
か
ら
温
か
い
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
代
表
し
、
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
委
員
長
・

岸
邉
百
百
雄
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曲
目
（
予
定
）

「
人
間
の
心
は
ど
の
よ
う
な

構
造
と
機
能
を
持
っ
て
い
る
の

か
？
」。塩
見
教
授
は
そ
れ
を
探

求
し
よ
う
と
、
長
年
に
わ
た
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
き
ま
し
た
。
京

都
大
学
教
育
学
部
教
育
心
理
学

科
か
ら
同
大
学
院
博
士
課
程
を

経
て
、
大
阪
経
済
大
学
へ
奉
職

し
教
育
心
理
学
を
教
え
ま
し
た
。

そ
し
て
同
時
に
大
阪
大
学
医
学

部
研
究
生
と
し
て「
動
物
の
脳
」

を
約
６
年
間
研
究
し
ま
し
た
。

し
か
し
、「
脳
の
中
を
調
べ
て
も

心
は
よ
く
分
か
ら
な
い
」
こ
と

が
分
か
っ
て
、
再
び
心
理
学
の

道
を
歩
み
ま
し
た
。

鳥
取
大
学
教
育
学
部
で
教
育

心
理
学
を
教
え
な
が
ら
、
１
９

８
４
年
に
は
著
書
「
人
格
の
基

本
構
造
の
研
究
」
を
発
表
。
冷

た
い
水
の
中
に
手
を
何
分
入
れ

ら
れ
る
か
、
自
転
車
を
何
分
こ

げ
る
か
な
ど
を
実
験
し
た
も
の

で
す
。「
内
向
性
の
人
は
評
価
さ

れ
よ
う
と
一
生
懸
命
や
る
の
で

す
が
、
外
向
性
の
人
は
な
ぜ
こ

ん
な
こ
と
し
な
い
と
い
け
な
い

の
か
？

と
早
め
に
辞
め
て
し

ま
う
な
ど
、
人
格
が
出
て
く
る

の
で
す
。
実
験
手
法
に
よ
っ
て

人
格
を
研
究
し
た
研
究
は
、
日

本
で
は
こ
れ
が
最
初
で
最
後
で

し
ょ
う
」
と
い
う
画
期
的
な
著

書
で
し
た
。

１０
年
が
か
り
の
こ
の
研
究
を

終
え
た
後
に
兵
庫
教
育
大
学
に

移
り
、
そ
こ
で
取
り
組
ん
だ
の

は
「
ど
う
い
う
ふ
う
に
教
え
た

ら
、
学
習
が
子
ど
も
の
心
の
中

に
定
着
す
る
の
か
」
と
い
う
教

育
に
関
わ
る
も
の
で
す
。
学
習

進
捗
と
教
育
実
践
に
関
わ
る
教

育
心
理
学
の
中
で
も
大
切
な
領

域
で
す
が
、
今
も
そ
の
研
究
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
心
を
ケ
ア
す
る

ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

制
度
を
日
本
に
導
入
す
る
こ
と

に
も
尽
力
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ

リ
ス
へ
幾
度
も
行
き
ま
し
た
。

自
ら
も
５
年
間
に
わ
た
っ
て
週

に
１
度
、
中
学
校
で
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
務
め
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

■「
こ
こ
ろ
の
授
業
」

そ
こ
で
思
い
至
っ
た
の
は
、

「
強
い
自
己
を
作
っ
て
、
い
じ

め
に
遭
っ
て
も
は
ね
返
そ
う
」

と
い
う
予
防
教
育
。「
こ
こ
ろ
の

授
業
」
と
名
付
け
て
、
い
ま
も

年
に
数
回
は
小
学
校
で
授
業
を

し
て
い
ま
す
。
本
学
で
は
「
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
、

教
育
発
達
支
援
相
談
室
の
よ
う

な
も
の
を
開
き
た
い
」
と
思
っ

て
い
ま
す
。

兵
庫
教
育
大
学
に
２４
年
間
勤

務
し
た
後
、
本
学
の
教
授
に
就

任
し
て
３
年
目
。

「
学
生
さ
ん
た
ち
は
、
入
っ

て
来
ら
れ
た
と
き
は
荒
削
り
で

す
が
、
皆
さ
ん
い
い
も
の
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
。
自
分
で
は
気

づ
か
な
い
良
い
面
を
引
き
出
し

て
あ
げ
る
の
が
大
学
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」。穏
や
か
な

口
調
の
な
か
に
、
固
い
信
念
が

う
か
が
え
ま
す
。

■
奥
深
さ
を

知
り
ま
し
た

「
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
マ

イ
ペ
ー
ス
」。学
生
た
ち
は
塩
見

教
授
を
そ
う
見
て
い
ま
す
。「
授

業
で
英
語
の
絵
本
を
翻
訳
も
し

ま
し
た
。
最
初
は
そ
れ
を
す
る

意
味
が
あ
ま
り
わ
か
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
最
終
的
に
自
分

で
絵
本
を
作
る
時
の
練
習
だ
っ

た
の
か
と
後
に
な
っ
て
わ
か
り

ま
し
た
」と
柴
田
志
織
さ
ん（
３

回
生
）。
大
鳥
大
樹
さ
ん（
３
回

生
）
は
、「
子
ど
も
の
心
理
に
関

す
る
ビ
デ
オ
を
見
た
り
し
ま
す

が
、
学
生
の
こ
と
を
考
え
て
く

れ
て
い
て
、
も
の
す
ご
く
勉
強

さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い

ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

「
た
だ
聞
い
て
い
る
だ
け
で

は
ダ
メ
で
、
学
生
た
ち
に
全
部

書
か
せ
ま
す
」
と
い
う
の
が
塩

見
教
授
の
授
業
の
特
徴
。「
ゾ
ウ

さ
ん
な
ら
ゾ
ウ
さ
ん
の
イ
メ
ー

ジ
は
心
の
中
に
あ
る
け
ど
、
そ

れ
を
心
の
外
に
出
し
て
な
か
な

か
思
っ
て
い
る
通
り
に
う
ま
く

描
け
な
い
、
そ
れ
を
磨
く
こ
と

が
大
切
な
の
で
す
」
と
塩
見
教

授
。
そ
の
方
針
の
も
と
、
学
生

た
ち
は
知
ら
ず
知
ら
ず
に
、「
観

察
力
」
を
養
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
２
人
の
夢
は
保
育
士
に
な

る
こ
と
。「
高
校
の
時
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
て
子
ど
も
の

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り

だ
っ
た
の
で
す
が
…
。
保
護
者

と
の
関
係
や
授
業
の
進
め
方
な

ど
細
か
い
と
こ
ろ
も
勉
強
し
な

い
と
い
け
な
い
職
業
だ
な
と
思

い
ま
し
た
」
と
大
鳥
さ
ん
。
柴

田
さ
ん
も
「
子
ど
も
と
遊
ん
で

い
た
ら
な
ん
と
な
く
関
係
が
生

ま
れ
て
く
る
と
い
う
甘
い
考
え

で
し
た
が
、
表
現
力
と
か
話
し

方
と
か
い
ろ
い
ろ
必
要
な
ん
だ

と
分
か
り
ま
し
た
」

初
め
て
研
究
室
を
訪
れ
た
と

い
う
２
人
は
、
び
っ
し
り
と
本

が
並
ぶ
光
景
に
�
奥
深
さ
�
を

実
感
し
た
よ
う
で
し
た
。

１
９
６
３
年
、
大
学
卒
業
の

秋
、
縁
あ
っ
て
相
愛
女
子
大
学

（
現
相
愛
大
学
）
に
奉
職
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、

山
田
耕
筰
先
生
が
学
部
長
で
し

た
。
東
京
の
ご
自
宅
へ
ご
挨
拶

に
行
っ
た
と
き
、
大
学
出
た
て

の
新
米
の
私
に
む
か
っ
て
、
や

さ
し
い
口
調
で
「
学
生
達
の
教

育
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が

強
く
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま

す
。
池
内
友
二
郎
先
生
の
同
門

で
あ
り
私
の
先
輩
で
あ
っ
た
大

橋
博
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の

先
輩
方
が
親
身
に
な
っ
て
、
な

に
く
れ
と
な
く
面
倒
を
見
て
く

れ
ま
し
た
の
で
、
関
東
か
ら
来

た
私
は
、
あ
ま
り
お
た
お
た
す

る
こ
と
も
な
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
大
橋
先
生
と
は

本
願
寺
仏
教
音
楽
研
究
所
研
究

員
と
し
て
一
緒
に
多
く
の
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７１
年
か
ら
７３
年
ま
で
西
ド
イ
ツ

・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
か

ら
奨
学
金
を
得
て
留
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
が
、
今

の
私
の
音
楽
の
礎
に
な
っ
た
の

で
す
。
多
く
の
皆
様
の
支
え
が

あ
っ
て
四
十
数
年
に
わ
た
り
大

過
な
く
今
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

退
職
者

（
平
成
２０
年
３
月
３１
日
付
）

■
大
学

音
楽
学
部

教
授

久
保
田
清
二

人
文
学
部

教
授

北
野

裕
通

准
教
授

相
谷

登

人
間
発
達
学
部

講
師

渡
邉
佐
智
子

■
事
務
局

松
尾
英
城

中
村

等

新
海
正
尚

北
川

悟

（
平
成
１９
年
４
月
３０
日
）

小
畑
拓
己

（
平
成
１９
年
９
月
３０
日
）

「人間の心」を研究人間発達学部子ども発達学科

塩見邦雄教授

（音楽学部音楽学科ピアノ専攻卒）

大阪府教育委員会（教員）
廣野 美香

自
分
の
新
た
な
一
面
見
え
た

音
楽
学
部

久
保
田
清
二
教
授

泉貴子ソプラノリサイタル

就
職
課
を
利
用
し
な
い
と
損

忘
れ
え
ぬ

山
田
耕
筰
先
生
の
言
葉

（人文学部現代社会学科卒）

�日比谷花壇
小野 玄徳

42008年4月25日大学のページ5



…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

�������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

４月８日（火）に相愛中学校、９
日（水）に高等学校の入学式が、大
谷紀美子学園長ご臨席のもと、挙行
されました。新入生たちは、緊張を
隠せない中で、大きな希望にあふれ
た表情を見せながら入場しました。
そして、荘重なパイプオルガンが響
く仏教音楽法要の形式に驚いている
様子でした。校長先生からお念珠を
手渡され、宗門校として歴史と伝統
に満ちた相愛学園での生活の一歩を
踏み出しました。多くの保護者が見
守る中で、式は厳かに終了しまし
た。

Ｑ

家
庭
科
の
先
生
に
な
ろ
う
と
さ
れ

た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
？

ま
た
そ

の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

小
学
生
や
中
学
生
の
時
に
素
晴
ら

し
い
先
生
と
出
会
い
、
教
師
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ

家
庭
科
と
い
う
科
目
の
魅
力
な
ど

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
豊
か
に
し
て

く
れ
る
科
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

先
生
は
ど
の
よ
う
な
中
学
、
高
校

時
代
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？

Ａ

ク
ラ
ブ
活
動
を
し
な
が
ら
、
ひ
た

す
ら
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ

特
技
や
ご
趣
味
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ

作
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
庭
の

ハ
ー
ブ
で
リ
ー
ス
を
作
っ
た
り
、
ハ
ギ

レ
で
ポ
ー
チ
を
作
っ
た
り
…
。
最
近
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
に
ハ
マ
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ

休
み
の
日
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ

ほ
と
ん
ど
家
事
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

先
生
の
モ
ッ
ト
ー
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

Ａ

努
力
す
れ
ば
道
は
開
け
て
く
る
。

Ｑ

相
愛
生
の
良
い
と
こ
ろ
、
こ
こ
を

直
せ
ば
も
っ
と
良
く
な
る
と
い
う
こ
と

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
ど
う
ぞ
。

Ａ

今
年
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
伝
統
あ
る
女
子
校
の
生
徒
と
し
て

の
品
格
を
保
ち
、
素
敵
な
女
性
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次

回
登
場
し
て
い
た
だ
く
先
生
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。

Ａ

杉
本
肇
子
先
生
で
す
。

副校長
加藤 章三
常勤講師
池嶋 香美（国語）
非常勤講師
太田 正見（宗教）
中川 和子（数学）

教頭
図師 務（保体）
専任教諭
森田 宏（数学）
常勤講師
植村 佳世（国語）
非常勤講師
喜多 唯信（宗教）
佐伯けい子（書道）
堀上 満子（家庭）
ラルフ・ファミュラロ（英語）

平成２０年度新任平成１９年度末退職者

品
格
保
ち
、素
敵
な
女
性
に

稲
垣
明
子
先
生
の
巻

◇
人

事
◇
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２
月
２９
日（
金
）、
独
り
立
ち
し
て
ゆ
く
喜
び
を
表
現
す
る

か
の
よ
う
な
晴
天
に
恵
ま
れ
て
、
相
愛
学
園
本
町
学
舎
講
堂

に
て
、
第
６０
回
相
愛
高
等
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
大
谷
範
子
名
誉
総
裁
様
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご

来
賓
、
保
護
者
、
教
職
員
、
在
校
生
に
見
送
ら
れ
、
１
６
０

人
の
卒
業
生
が
相
愛
高
等
学
校
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

式
に
先
立
っ
て
皆
勤
賞
・
本
願
寺
賞
の
表
彰
式
が
あ
り
ま

し
た
。
皆
勤
賞
で
は
、
１２
人（
３
年
間
１１
人
、
６
年
間
１
人
）

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
本
願
寺
賞
は
、
学
業
成
績
に
優
れ
、

宗
門
校
と
し
て
の
学
校
生
活
に
お
い
て
、
見
本
と
な
る
生
活

を
送
っ
た
者
へ
、
本
願
寺
よ
り
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
４
人

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
証
書
授
与
式
で
は
、
各
担
任
か
ら
証
書
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
卒
業
生
、
担
任
共
に
別
れ
の
寂
し
さ
と
巣
立
っ
て

い
く
喜
び
か
ら
、
涙
を
浮
か
べ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
在
校
生
の
送
辞
を
受
け
て
、
卒
業
生
代
表
の
安
原
彩
さ

ん
が
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
文
化
祭
、
修
学
旅
行
、
体
育
祭
、

そ
し
て
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、
高
校
３
年
間
の
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
振
り
返
り
、
宗
教
的
環
境
を
通
し
て
、「
私
た
ち
、
一

人
一
人
が
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
命
で
あ
る
」
と
い
う
、
生

き
て
い
く
上
で
最
も
大
切
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
、

家
族
、
先
生
方
、
友
人
た
ち
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し

た
。式

後
、
会
場
を
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
へ
と
移

し
、
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ー
ス

料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
舞
台
で
は
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
感

謝
の
思
い
を
歌
や
ダ
ン
ス
に
し
て
、
担
任
の
先
生
方
に
贈
っ

た
り
と
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

２
月
２０
日（
水
）、
今
春
卒
業
を
控
え
た
高
校
生
１
６
０
人
が
本

山
（
西
本
願
寺
）
と
大
谷
廟
堂
を
訪
れ
、
卒
業
奉
告
参
拝
を
し
ま

し
た
。
う
ち
希
望
者
１
２
４
人
と
大
学
生
８
人
、
並
び
に
保
護
者

１３
人
（
計
１
４
５
人
）
が
同
日
の
帰
敬
式
を
受
け
ま
し
た
。

帰
敬
式
で
は
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
、
式
章
を
か
け
合
掌
す

る
受
式
者
一
人
ひ
と
り
に
、
ご
門
主
に
よ
っ
て
、
お
か
み
そ
り
が

あ
て
ら
れ
ま
し
た
。
受
式
者
を
代
表
し
て
、
高
校
３
年
生
の
鷲
山

因
さ
ん
が
法
名
を
拝
受
し
、
上
野
真
由
さ
ん
が
ご
門
主
の
前
で
、

「
お
念
仏
の
教
え
を
糧
に
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
強
く
明
る
く
生
き

抜
き
ま
す
」
と
帰
敬
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

１
年
生
１
４
５
人
が
参
加
し
て
、長
野
県
北
志
賀
ス
キ
ー
エ
リ
ア
の
ま
よ
せ
温
泉
ス
キ
ー

場
で
１
月
２０
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。初
日
か
ら
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
、「
乙
女
ゲ
レ
ン
デ
」

と
い
う
い
か
に
も
相
愛
に
ふ
さ
わ
し
い
名
の
ゲ
レ
ン
デ
で
、講
習
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。初

心
者
班
は
ス
キ
ー
板
に
慣
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、上
級
者
班
は
雪
の
感
触
を
思
い
出
す
と
こ
ろ

か
ら
講
習
を
は
じ
め
、各
班
の
レ
ベ
ル
に
あ
わ
せ
て
レ
ッ
ス
ン
を
進
め
て
い
き
ま
す
。生
徒

達
は
非
常
に
意
欲
的
・
積
極
的
に
講
習
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。最

終
日
に
は
全
員
が
乙
女
ゲ
レ
ン
デ
を
卒
業
し
、上
級
者
班
は
頂
上
で
、

初
級
者
班
も
中
級
ゲ
レ
ン
デ
で
滑
れ
る
ほ
ど
ま
で
上
達
し
ま
し
た
。

宿
舎
に
お
い
て
も
、
明
る
く
楽
し
く
、
４
泊
５
日
の
非
常
に
落

ち
着
い
た
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
上
達

「
お
念
仏
の
教
え
糧
に
」

答辞を述べる安原さん

卒
業
証
書
を
ク
ラ
ス
担
任
か
ら
受
け

取
り
、
尊
前
で
一
礼
す
る
卒
業
生
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■
３
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
う

「
自
分
が
や
っ
て
き
た
痕
跡

を
残
し
た
い
」。そ
う
思
っ
て
テ

ー
マ
曲
募
集
に
応
募
し
ま
し
た
。

大
震
災
の
時
は
箕
面
（
大
阪
）

に
住
ん
で
い
て
、
激
し
く
揺
れ

る
中
、
お
父
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
の

下
に
潜
り
込
ん
で
す
ご
く
怖
か

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
体
験
が
あ
っ
た
か
ら
、
歌

詞
や
曲
が
書
け
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
今
年
１
月
１７
日
の
「
メ

モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は

そ
の
曲
が
最
後
に
大
合
唱
さ
れ

て
、
も
の
す
ご
い
達
成
感
が
あ

り
ま
し
た
。

３
歳
の
時
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習

っ
て
い
ま
し
た
が
、
音
楽
の
道

に
進
も
う
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
が
高
校
時
代

の
同
級
生
で
、
こ
の
大
学
の
音

楽
学
部
に
い
る
友
達
と
ば
っ
た

り
駅
で
会
っ
て
、「
作
曲
は
楽
し

い
よ
」
と
言
わ
れ
て
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

■
ス
ト
ー
リ
ー
見
え
る
よ
う
に

最
初
の
う
ち
は
、「
昔
の
作
曲

家
は
こ
う
い
う
時
代
を
生
き
て

…
」
と
か
勉
強
す
る
の
が
苦
痛

（
笑
）
で
し
た
が
、「
そ
う
い
う

と
こ
ろ
で
育
っ
た
か
ら
こ
う
い

う
曲
が
生
ま
れ
た
ん
だ
」
と
ス

ト
ー
リ
ー
が
見
え
る
よ
う
に
な

っ
て
、
曲
づ
く
り
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
コ
ー
ス
で
は
、
曲
だ
け
で
は

な
く
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
の
よ
う
な
映
像
も
自
分
で
つ

く
り
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
を
回
す

と
い
う
の
は
そ
れ
ま
で
考
え
た

こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

音
楽
と
映
像
が
切
っ
て
も
切
れ

な
い
も
の
だ
な
と
い
い
経
験
で

し
た
。

■
「
詩
を
歌
う
」
の
が
大
切

今
は
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で
正
社
員

と
し
て
働
き
な
が
ら
、
音
楽
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。「
Ｔ
ｒ
ａ

ｃ
ｅ
」
と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
で
ラ

イ
ブ
も
し
て
い
ま
す
が
、
文
化

事
業
な
ど
に
曲
を
提
供
す
る
よ

う
な
仕
事
も
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。最
近
は「
歌
詞
を
語
り

か
け
る
よ
う
に
歌
え
る
の
が
本

当
の
歌
い
手
」
と
思
う
よ
う
に

な
っ
て
き
て
、「
詩
を
歌
う
」こ
と

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
音
楽
に
か
か
わ
っ
て
い

き
た
い
し
、そ
の
た
め
に
は
い
ろ

い
ろ
売
り
込
み
を
し
て
い
く
つ

も
り
。
将
来
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ

ー
で
き
る
よ
う
に
、
あ
き
ら
め

な
い
で
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

平
成
２０
年
度
予
算
が
３
月
２８
日

開
催
の
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
た
。

各
設
置
校
の
平
成
２０
年
度
教
育

計
画
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

各
学
校
の
教
育
計
画

�
相
愛
大
学
音
楽
学
部

平
成
２０
年
度
は
相
愛
学
園
創
立

１
２
０
周
年
に
あ
た
り
音
楽
学
部

は
、
お
よ
そ
１
２
０
回
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
ず
相
愛
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
海
外
演
奏
旅
行
。
現
在
、
音
楽

学
部
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ

ワ（
シ
ョ
パ
ン
音
楽
院
）、
ド
イ
ツ

の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
（
シ
ュ
ー

マ
ン
音
楽
大
学
）、イ
タ
リ
ア
の
ミ

ラ
ノ
（
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
音
楽
院
）
と

国
際
提
携
を
結
び
学
術
交
流
を
行

っ
て
い
る
が
、
こ
の
３
都
市
に
て

相
愛
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
指

揮
者
は
尾
高
忠
明
氏
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
現
地
の
学
生
と
の
コ
ン
チ

ェ
ル
ト
も
あ
り
、
相
愛
学
生
の
国

際
交
流
の
教
育
効
果
は
大
い
に
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

夏
に
は
例
年
通
り
ワ
ル
シ
ャ
ワ

の
シ
ョ
パ
ン
音
楽
院
、
ミ
ラ
ノ
の

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
音
楽
院
で
夏
期
講
習

会
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
新
た
に
大
き
な
事
業
と
し

て
、
今
年
度
か
ら
音
楽
学
部
学
生

・
専
攻
科
生
を
ミ
ラ
ノ
・
Ｇ
�
ヴ

ェ
ル
デ
ィ
音
楽
院
に
短
期
留
学
生

と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
る
。
留
学
期
間
は
３
〜
６
ヶ

月
を
予
定
し
て
い
る
。

南
港
学
舎
に
お
い
て
は
学
生
自

身
の
学
内
演
奏
活
動
、
各
種
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
、
定
期
演
奏
会
、
作
曲

専
攻
学
生
の
作
品
発
表
、
卒
業
演

奏
会
。
著
名
な
音
楽
家
・
演
奏
家

を
招
聘
し
公
開
レ
ッ
ス
ン
・
公
開

講
座
の
開
催
、
そ
し
て
今
年
は
特

に
教
員
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
頻
繁
に

行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
相
愛
大

学
音
楽
学
部
初
代
学
部
長
で
あ
っ

た
作
曲
家
山
田
耕
筰
氏
の
作
品（
声

楽
曲
、
室
内
楽
曲
等
々
）
に
よ
る

演
奏
会
は
音
楽
学
部
の
歴
史
を
再

確
認
し
、
新
た
な
一
歩
を
築
き
上

げ
る
礎
と
し
た
い
。

学
外
、
い
ず
み
ホ
ー
ル
で
は
そ

れ
ぞ
れ
２
回
。
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
メ

シ
ア
ン
生
誕
１
０
０
周
年
を
兼
ね

て
教
員
に
よ
る
メ
シ
ア
ン
の
作
品

の
演
奏
会
と
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
イ
ザ

イ
生
誕
１
５
０
周
年
と
い
う
こ
と

で
、
イ
ザ
イ
の
作
品
を
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
さ
れ
た
演
奏
会
が
開
催
さ

れ
る
。
相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期

演
奏
会
は
例
年
通
り
ザ
・
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ウ
イ

ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
今
年
度
、

神
戸
国
際
ホ
ー
ル
に
て
演
奏
会
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
専
攻
科
学
生
の
修
了
演
奏

会（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
）、
卒

業
演
奏
会（
い
ず
み
ホ
ー
ル
）。
創

立
１
２
０
周
年
を
締
め
く
く
る
相

愛
オ
ペ
ラ
は
３
月
に
尼
崎
ア
ル
カ

イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
て
２
日
間
公
演

さ
れ
る
。

�
相
愛
大
学
人
文
学
部

１
）
司
書
教
諭
課
程
の
設
置

平
成
１９
年
度
に
全
学
に
開
放
す
る

形
で
司
書
課
程
を
設
け
た
が
、
本

年
度
は
新
た
に
司
書
教
諭
資
格
を

取
れ
る
よ
う
に
す
る
。

２
）
留
学
生
の
受
け
入
れ

平

成
１９
年
度
９
月
に
学
術
・
教
員
交

流
・
留
学
生
交
換
協
定
を
新
た
に

結
ん
だ
上
海
大
学
、
浙
江
工
業
大

学
、
北
京
聨
合
大
学
旅
游
学
院
、

長
春
師
範
大
学
、
東
北
師
範
大
学

人
文
学
院
、
東
北
大
学
、
遼
寧
大

学
、
大
連
大
学
の
う
ち
、
浙
江
工

業
大
学
、
北
京
聨
合
大
学
旅
游
学

院
、
長
春
師
範
大
学
、
東
北
師
範

大
学
、
東
北
大
学
、
大
連
大
学
の

学
生
を
、
日
本
文
化
学
科
、
人
間

心
理
学
科
に
編
入
学
生
・
短
期
留

学
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
。

３
）
留
学
生
の
派
遣

本
年
度

も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
北
京
外

国
語
大
学
、
ア
ン
グ
リ
ア
・
ラ
ス

キ
ン
大
学
、
北
コ
ロ
ラ
ド
大
学
へ

短
期
、
中
期
の
派
遣
留
学
生
を
送

る
。４

）
公
開
講
座

好
評
を
博
し

た
平
成
１９
年
度
の
「
１
２
０
周
年

記
念
公
開
講
座

歴
史
・
文
学
・

宗
教
」（
全
１８
回
）
に
続
き
本
年
度

も
同
様
の
公
開
講
座
（
全
８
回
）

を
開
催
す
る
。

５
）
学
科
再
編
・
募
集
定
員
変

更

今
年
度
の
し
か
る
べ
き
時
期

に
結
論
を
得
、
学
内
合
意
を
経
た

後
、
理
事
会
の
承
認
の
下
に
文
部

科
学
省
に
申
請
、
届
け
出
る
予
定

に
し
て
い
る
。

�
相
愛
大
学
人
間
発
達
学
部

人
の
一
生
を
通
じ
て
の
「
人
」

と
「
人
」
と
の
交
流
の
あ
り
方
を

考
え
、
真
に
心
身
の
発
達
の
意
味

を
探
求
し
、
基
礎
的
な
学
び
の
ス

キ
ル
か
ら
、
高
度
な
専
門
知
識
、

資
格
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
、
心

と
か
ら
だ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
教
育

を
行
う
。

ま
た
、
人
間
発
達
学
部
は
設
置

の
趣
旨
に
お
い
て
教
育
研
究
と
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
（
普
及
）
を
学

部
の
主
要
な
役
割
と
し
て
い
る
。

人
間
発
達
学
部
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
事
業
で
は
、
大
学
の
持
つ
知
的

資
産
を
社
会
に
開
放
し
、
地
域
の

人
材
と
協
働
す
る
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
、
民
間
企
業
や
官
公
庁
と

の
協
働
を
中
心
に
し
た
産
官
学
連

携
事
業
、
地
域
の
人
々
へ
の
生
涯

学
習
事
業
な
ど
相
愛
大
学
の
建
学

の
精
神
「
當
相
敬
愛
」
の
も
と
、

社
会
連
携
事
業
を
展
開
す
る
。

両
学
科
と
も
、
こ
の
よ
う
な
事

業
を
展
開
す
る
中
に
学
生
を
参
加

さ
せ
、
応
用
的
能
力
を
養
う
教
育

実
践
と
し
、
ま
た
学
生
が
実
践
体

験
に
ふ
れ
、
働
く
た
め
に
は
、
何

を
大
学
で
学
ぶ
べ
き
か
に
気
づ
く

産
官
学
協
同
教
育
を
行
う
。

１
）
子
ど
も
発
達
学
科

子
ど

も
発
達
学
科
で
は
、
近
年
の
保
育

・
教
育
情
勢
を
鑑
み
、
平
成
１９
年

度
よ
り
保
育
士
養
成
に
加
え
幼
稚

園
教
諭
と
小
学
校
教
諭
の
養
成
を

行
う
課
程
を
設
け
、
資
格
・
免
許

併
有
の
促
進
を
図
る
養
成
機
関
と

し
て
新
た
に
出
発
し
、
平
成
２０
年

度
で
２
年
目
を
迎
え
る
。
本
学
科

で
は
、
子
ど
も
を
理
解
す
る
力
や

豊
か
な
表
現
力
を
身
に
つ
け
て
、

発
達
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
総
合

的
な
視
点
を
も
ち
、
実
践
力
豊
か

な
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
、
小
学

校
教
諭
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
間
発
達
学
部
に
お
い

て
は
、
よ
り
地
域
に
開
か
れ
た
大

学
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
大
学
で

あ
り
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
、
情
報
発
信
を
行

い
、
大
学
の
も
つ
知
的
財
産
を
、

生
活
と
健
康
を
守
る
た
め
に
必
要

な
情
報
と
し
て
発
信
し
、
地
域
に

深
く
根
付
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

る
。
本
学
科
で
は
、
そ
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
子
育
て
に
関
す
る
意
識

を
高
め
、
親
へ
の
支
援
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
公
開
講
座
（
子
育
て

支
援
講
座
）
を
平
成
１８
年
度
よ
り

学
生
の
参
加
の
も
と
に
開
催
し
て

お
り
、
２０
年
度
も
引
き
続
き
開
催

す
る
。

２
）
発
達
栄
養
学
科

管
理
栄

養
士
の
養
成
を
主
た
る
目
的
と
し
、

管
理
栄
養
士
教
育
の
高
度
化
を
図

り
、
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
対
策

に
も
力
を
注
ぎ
、
き
め
細
や
か
な

指
導
を
行
う
。
ま
た
、
食
育
フ
ォ

ー
ラ
ム
事
業
と
し
て
、
厚
生
労
働

省
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
施
策
の

一
つ
で
あ
る
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
の
展
開
に
よ
る
環
境

整
備
と
し
て
、
地
域
と
外
食
・
流

通
産
業
、
食
品
産
業
等
と
連
携
・

協
働
し
た
次
の
よ
う
な
事
業
を
行

い
、
食
育
の
発
展
を
目
指
す
。
即

ち
産
学
官
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

イ
ズ
ミ
ヤ
「
愛
情
お
弁
当
コ
ン
テ

ス
ト
」
や
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
の
参
加
事
業
と
し
て
、「
み
ん

な
で
広
げ
よ
う
�

食
育
フ
ェ
ス

タ
」（
大
阪
府
、
大
阪
府
食
育
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
主
催
）「
野
菜

バ
リ
バ
リ
朝
食
モ
リ
モ
リ
元
気
っ

子
」
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
大
阪

府
、
他
主
催
）
な
ど
で
あ
る
。

�
相
愛
高
等
学
校
・
相
愛
中
学
校

相
愛
高
等
学
校
・
相
愛
中
学
校

の
教
育
に
関
す
る
主
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

教
育
の
質
の
向
上

ア
）
教
科
指
導
力
向
上

・
シ
ラ
バ
ス
の
作
成

イ
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討

・
中
学
に
お
い
て
選
択
科
目
は
国

語
・
数
学
・
英
語
の
３
教
科
を
中

心
と
し
て
基
礎
学
力
の
向
上
。

ウ
）
進
学
実
績
の
さ
ら
な
る
向
上

・
全
員
の
希
望
進
路
の
実
現
を
目

指
す
。

・
国
公
立
大
学
合
格
へ
の
進
学
実

績
を
つ
く
る
。

・
成
績
優
秀
な
生
徒
の
入
学
の
確

保
。

・
国
公
立
大
学
合
格
の
実
績
を
つ

く
り
、
受
験
生
か
ら
の
評
価
を
得

る
。

・
特
待
制
度
の
有
効
利
用
。

エ
）
生
徒
生
活
支
援

・
基
本
的
な
生
活
姿
勢
の
確
立
。

・
礼
儀
正
し
く
、
元
気
な
挨
拶
が

で
き
る
生
徒
を
育
て
る
。

・
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
確

立
。

・
登
校
指
導
及
び
下
校
指
導
を
継

続
し
て
取
り
組
む
。

・
遅
刻
し
な
い
生
活
習
慣
の
確

立
。

・
制
服
の
正
し
い
着
用
指
導
。

・
学
校
生
活
や
宗
教
教
育
を
通
し

て
豊
か
な
人
間
関
係
を
育
み
、
お

互
い
に
関
わ
り
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
教
え
る
。

・
生
徒
規
範
意
識
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
は
、
社
会
生
活
の
中
で
必
要

な
マ
ナ
ー
を
実
践
で
き
る
生
徒
の

育
成
。

オ
）
進
路
支
援

・
中
学
か
ら
大
学
進
学
へ
の
意
識

確
立
。

・
各
個
人
の
進
路
認
識
。

・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
個
人
面
談
を

通
し
て
「
将
来
の
夢
」「
夢
の
実
現

に
向
か
っ
て
学
び
た
い
分
野
」
を

考
え
さ
せ
、
自
分
が
希
望
す
る
進

路
の
意
識
確
立
。

・
進
路
選
択
能
力
の
育
成
。

・
進
路
相
談
の
計
画
的
な
実
施
は
、

適
切
な
情
報
を
与
え
、
各
個
人
に

応
じ
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
充
実
に
努

め
る
。

生
徒
募
集
・
広
報
活
動
事
業

・
塾
へ
の
ア
ピ
ー
ル
�
塾
訪
問
の

担
当
地
域
を
明
確
に
し
、
大
手
塾

の
み
な
ら
ず
中
小
塾
の
掘
り
起
こ

し
を
す
る
。

塾
対
象
説
明
会
へ
の
動
員
増
の
強

化
。

・
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
て
の
広
報

活
動
の
検
討
。

・
制
服
改
定
の
ア
ピ
ー
ル
。

・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実
。

（
小
学
生
及
び
中
学
生
を
対
象
に

春
秋
と
年
２
回
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
実
施
。
教
科
授
業
、
ク

ラ
ブ
体
験
を
通
じ
て
動
員
増
の
強

化
。）

入
試
事
業

・
奨
学
制
度
の
続
行
。

・
進
路
相
談
の
改
善
。

高
大
連
携
授
業
の
推
進

・
相
愛
大
学
人
間
発
達
学
部
と
相

愛
高
等
学
校
の
教
育
連
携
に
つ
い

て
の
協
定
書
を
取
り
交
す
。
上
記

の
講
義
を
受
講
し
た
者
は
単
位
取

得
証
明
書
の
受
領
。
当
該
の
単
位

の
取
得
認
定
受
領
は
高
校
生
に
と

っ
て
自
分
の
進
路
を
考
え
る
一
つ

の
契
機
と
な
る
。

・
他
大
学
と
も
連
携
を
図
り
、
高

校
１
年
生
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

授
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

少
し
で
も
早
く
目
的
意
識
を
自
覚

さ
せ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト

・
音
楽
科
の
各
学
年
に
よ
る
乙
女

コ
ン
サ
ー
ト
。

・
１
２
０
周
年
を
記
念
し
て
音
楽

科
卒
業
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

・
音
楽
科
在
校
生
に
よ
る
「
輝
け

る
ソ
リ
ス
ト
の
集
い
」。

平
成
２０
年
度
予
算
書
に
つ
い
て

本
予
算
は
平
成
２０
年
度
の
事
業

計
画
に
お
け
る
総
て
の
収
入
お
よ

び
支
出
を
包
括
し
た
も
の
で
あ
る
。

学
校
法
人
会
計
基
準
お
よ
び
経
理

規
程
に
基
づ
き
、
資
金
収
支
計
算

書
と
消
費
収
支
計
算
書
で
表
し
て

い
る
。

資
金
収
支
計
算
書
は
、
当
該
会

計
年
度
の
教
育
研
究
及
び
そ
の
他

諸
活
動
に
使
用
し
た
す
べ
て
の
収

支
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
あ
り
、
消
費
収
支
計
算
書
は
、

当
該
会
計
年
度
の
消
費
収
支
内
容

お
よ
び
均
衡
の
状
態
を
示
し
、
学

校
法
人
の
経
営
状
態
を
明
ら
か
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
２０
年
度

の
予
算
を
左
記
の
通
り
と
り
ま
と

め
た
。２

０
０
８
年
４
月
１
日
新
入
生
歓
迎
号
３
頁
「
新
人
メ
ッ

セ
ー
ジ
」の
中
で
高
等
学
校
・
中
学
校
教
務
部
長
は
、「
林
斉
」

先
生
、
ま
た
満
生
誠
先
生
は
「
生
徒
指
導
部
長
」
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

満
開
の
桜
の
下
、
入
学
式
を

迎
え
ら
れ
た
大
勢
の
新
入
生
の

方
々
も
、
学
校
生
活
に
少
し
慣

れ
て
こ
ら
れ
た
時
期
だ
と
思
い

ま
す
。
南
港
学
舎
は
今
春
、
５０

人
の
中
国
か
ら
の
編
入
・
留
学

生
を
迎
え
、
活
気
に
満
ち
て
い

ま
す
。
折
し
も
、
学
園
創
立

１
２
０
周
年
記
念
の
お
年
柄
、

記
念
式
典
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

本
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
部
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
、
交
響
賛
歌「
親
鸞
」

の
演
奏
、
オ
ペ
ラ
公
演
や
数
々

の
コ
ン
サ
ー
ト
、
公
開
講
座
に

講
演
会
、
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行
事
が
、

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
公
演
で
幕
を
開
け
ま
し

た
。
先
輩
諸
氏
が
築
か
れ
た
伝

統
を
ひ
し
と
感
じ
る
と
と
も
に
、

相
愛
学
園
の
新
し
い
一
ペ
ー
ジ

の
始
ま
り
を
感
じ
ま
す
。

昨
今
の
出
来
事
を
顧
み
ま
し

て
、
建
学
の
精
神
で
あ
り
ま
す

「
当
に
相
敬
愛
す
べ
し
」
と
い

う
こ
と
を
、
自
分
自
身
に
置
き

換
え
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
川
中
）

●資金収支予算 （単位 千円）
収入の部

増 減
１３８，６１１
４，３２５
２１，６７９

△１８１，１０５
△４９，０４９
△２００，９７０
１，０６３

△１０５，４３５
４３，３８３

△１，１１３，０１７
２１０，７２７
△８２，９５１

△１，３１２，７３９
支出の部

△２２２，５８３
１４９，５８７
２０，１３１

△５４７，２１１
△３９，００６
△８２３，１３７
△７８，７４０
１４５，６７９
８２，５４１

△１，３１２，７３９

前年度予算
２，７０８，４１３
３４，７６０
５９，６７１
６１７，６６３
７２，３６６
２００，９７０
９８，９６７
１５７，８０６
４５０，０２５
１，７６４，５８８
△７３６，２３２
１，６１４，９８０
７，０４３，９７７

２，９６８，２３１
５０５，６１６
２３２，３５２
７１８，７１１
７５，８０５
８２７，２９５
４８０，５４１
△２９６，６０３
１，５３２，０２９
７，０４３，９７７

本年度予算
２，８４７，０２４
３９，０８５
８１，３５０
４３６，５５８
２３，３１７

０
１００，０３０
５２，３７１
４９３，４０８
６５１，５７１
△５２５，５０５
１，５３２，０２９
５，７３１，２３８

２，７４５，６４８
６５５，２０３
２５２，４８３
１７１，５００
３６，７９９
４，１５８
４０１，８０１
△１５０，９２４
１，６１４，５７０
５，７３１，２３８

科 目
学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄附金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

●消費収支予算 （単位 千円）
消費収入の部

増 減
１３８，６１１
４，３２５
１９，６７８

△１８１，１０５
△４９，０４９
△９７０
１，０６３

△１０５，４３５
△１７２，８８２
△６６，７９９
△２３９，６８１

消費支出の部
増 減
△２２８，４３８
１４７，８６７
１９，６９５

△１７１，０６７
△３７，６４４
△２６９，５８７

△２９，９０６
４７０，２０９
４４０，３０３

前年度予算
２，７０８，４１３
３４，７６０
６１，６７２
６１７，６６３
７２，３６６
９７０

９８，９６７
１５７，８０６
３，７５２，６１７

０
３，７５２，６１７

前年度予算
２，８７３，９０７
８７７，２１１
２６２，９９７
１７１，０６７
３７，６４４

４，２２２，８２６

４７０，２０９
８，５７６，１１８
９，０４６，３２７

本年度予算
２，８４７，０２４
３９，０８５
８１，３５０
４３６，５５８
２３，３１７

０
１００，０３０
５２，３７１

３，５７９，７３５
△６６，７９９
３，５１２，９３６

本年度予算
２，６４５，４６９
１，０２５，０７８
２８２，６９２

０
０

３，９５３，２３９

４４０，３０３
９，０４６，３２７
９，４８６，６３０

科 目
学生生徒等納付金
手数料
寄附金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入の部合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

科 目
人件費
教育研究経費
管理経費
資産処分差額
徴収不能額
消費支出の部合計

当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

学
校
法
人
相
愛
学
園
の
平
成
２０
年
度
予
算
に
つ
い
て

相愛大学音楽学部作曲専攻卒業

阪神大震災メモリアルコンサート
テーマ曲を作詞・作曲

井手上 慶さん

お
わ
び
と
訂
正

「
詩
を
歌
う
」こ
と
を
大
切
に
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